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要 旨要 旨要 旨要 旨

独立行政法人国立環境研究所地球環境研究センターでは、山梨県富士吉田市に所在

するカラマツ林に、大気－森林間の二酸化炭素（CO ）収支をはじめとする森林環境2

と樹木の生理生態的機能などの連続観測を行うための観測拠点を整備し、2006 年 1 月

から観測を開始した。

本観測林は富士北麓の緩斜面に広がるカラマツ林であり、近隣に大規模なCO 発生2

源が無いことなどから、CO 収支など観測要件に合致する我が国内でも数少ない森林2

の一つである。なお、本観測林は、アジア地域における炭素収支観測の中核拠点と機

能し、森林生態系の炭素収支機能の定量的評価手法の確立を目指すものである。

１１１１．．．．観測拠点観測拠点観測拠点観測拠点のののの概要概要概要概要

当観測拠点（富士北麓フラックス観測サイト；以後、富士北麓FOS）は、富士山の山梨県側

に広がる標高 1100 ｍ前後の緩斜面に所在し、150ha規模で広がる均質なカラマツ人工林である。

森林は吉田口からの富士登山道と富士山五合目までの自動車道（スバルライン）に挟まれてい

る（表１、写真１、図 1 。）

富士北麓FOSの所在する森林は、国立公園の第三種特別地域に指定されており、森林の利用

に際して様々な規制・制約があったが、本観測研究の目的を鑑み、観測システムの整備に当た

り周辺環境や景観への配慮対策を講ずることで、観測拠点の整備について自然公園法などの許

可を受けたものである。また、山梨県森林環境部、富士吉田市、富士吉田市外二ヶ村恩賜県有

財産保護組合などの諸機関には、観測拠点の整備に関して格別なご支援・ご協力をいただいた。

表１．新たな観測拠点(富士北麓FOS)の詳細

山梨県富士吉田市上吉田字河原

富士箱根伊豆国立公園第三種特別地域所在地

北緯 35 度 26 分・東経 138 度 45 分

カラマツ人工林

森林条件 ；樹齢;45 ～ 50 年生・樹高;20 ～ 25 ｍ

；面積;約 150ha

林床植生；広葉植物･フジザクラが自生

標高；1050 ～ 1150m

土地条件 斜度；3 ～ 4 度

土質；富士山の粗粒火山灰土

写真１．富士山北麓に広がるカラマツ林
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図１．富士北麓FOSの位置

表２．新たな観測拠点の選定要件

樹齢 30 ～ 50 年の一様なカラマツ人工林であることなお、富士北麓FOSは、表２を要件と

林 分 平地林であること（起伏・勾配が少ないこと）して、我が国内に存在するカラマツ林

500 × 500m以上の面積が確保できることから既存調査資料や専門家による現地

場 所 近隣に二酸化炭素の大規模な発生源がないこと踏査などによって選定したものであり、

林内に観測塔などの観測設備が整備できること最も選定要件に合致しており、大気－

その他 商用電源や通信回線の確保が容易なこと森林生態系間のCO 収支などの観測に2

森林の管理履歴が明らかなことが望ましい適した我が国内においても数少ない森

林の一つである。

２２２２．．．．観測設備観測設備観測設備観測設備のののの概要概要概要概要

観測拠点には、森林生態系の炭素収支観測に係わる観測内容をほぼ網羅するセンサー類を林

内にコンパクトに設置した（表３、図２ 。主要観測システムとして、大気－森林生態系間の）

炭素収支観測のために、観測拠点中央部に整備したアルミ製観測塔（約 31 ｍ高 （写真２）の）

塔頂部に設置した観測用ブーム上端に、２種類（オープンパス式・クローズドパス式）の渦相

関法（※３次元風向風速、CO 濃度変動、気温などを連続測定し、演算処理によってCO フラッ2 2

。クスを計測する標準的な方法）によるCO フラックス観測システム（写真３）を装着している2

その他、観測塔頂部に光エネルギーの計測センサー類（写真４・５ 、森林構造の精密測量や）

樹木の生理機能を反映する熱画像を撮影するリモートセンシングシステム類を装着している。

また、森林内の微気象的特性を把握するために、気象センサー類を観測塔に高度別に装着する

とともに、微気象観測システムを林内に数ケ所に設置している（写真６ 。これらの観測デー）

タや観測状況は観測塔脇に設置した計測室内のデータ収録処理システムで一元的に自動処理さ

れ、通信回線を介してつくば（国立環境研究所）に伝送される。

ほかに、林内に設置した仮設足場（約 18 ｍ高）を利用して、樹木の光合成や呼吸など生理

機能の自動観測システムをカラマツ枝葉に直接装着するほか、森林生態系・森林土壌における

CO 収支のプロセス毎の機能（土壌呼吸、カラマツ樹幹呼吸、カラマツ葉の光合成･呼吸）を連2

続観測する自動開閉型チャンバーシステム群などを設置する予定である。
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表３．富士北麓FOSの観測設備一覧

観測塔 アルミ製組み立て足場(約 31m高)

頂部に観測用ブーム設置．頂部・塔中段などにCO フラックス・微気象・2

(1 塔) リモートセンシングなどの観測システムを設置

林内微気象観測装置 (8 式) 観測塔周辺の林床に林内微気象・土壌要因観測設備などを設置

植物調査用仮設足場 鋼鉄製仮設足場(約 18 ｍ高)

(1 式) カラマツの生理生態機能の調査観測用回廊を林内に設置

土壌・林木のCO 収支 観測塔周辺の林床やカラマツにCO 収支観測用チャンバーシーシステム2 2

観測システム (1 式) 群を設置

計測室 土木建設工事現場用の仮設小屋(約 10m )を観測用に改造
２

(1 室) 観測データの収録・情報管理、観測システムの制御装置類を配置

電力・通信設備 (1 式) 地中埋設で商用電力・LANを敷設(980m長)

図２．観測システム概要
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写真３．観測塔頂部上端に設置した
フラックス観測システム

写真２．観測塔（約 31m高） 写真４．観測塔頂部に設置した光センサー類

写真５．観測塔頂部に設置したセンサー類 写真６．林床に設置した微気象観測システム類



- 5 -

３３３３．．．．富士北麓富士北麓富士北麓富士北麓FOSFOSFOSFOSでのでのでのでの観測研究観測研究観測研究観測研究

地球環境研究センターでは、1999 年より京都議定書に対応した森林のCO 収支の評価手法の2

確立に向けて、北海道苫小牧市郊外に広がるカラマツ林（苫小牧フラックスリサーチサイト；

以後、苫小牧FRS）で森林生態系の炭素収支に係わる観測研究を実施してきたが、2004 年 9 月

に来襲した台風 18 号により壊滅的被害を受け、観測の継続が不可能となった。

当該研究分野は地球温暖化研究の中でも重要な位置にあり、また、観測上の未解決な問題が

多々あることなどを鑑み、苫小牧FRSに替わるべき観測拠点として富士北麓FOSを整備し、その

機能を引き継ぐこととした。

富士北麓FOSは、① 陸域生態系のCO フラックス観測手法などを評価・確立すること．② ア2

ジア地域の陸域生態系の炭素収支に係わる観測研究の推進を支援するための中核的観測拠点と

して機能を果たすこと. 加えて、③ ユーラシア大陸北方の植生を代表し、かつ、科学的解明

の緊急度の高い北方落葉針葉樹林（カラマツ林）の炭素収支機能を解明すること．以上の３点

を主目的として、地球環境研究センターが行う「地球環境モニタリングプロジェクト；富士北

麓カラマツ林における炭素収支機能に係わる観測研究」として観測拠点を運営し、下記に示す

観測を行う。同時に、広く他の研究機関・組織などの連携・協力を得て観測研究を実施する。

［主な観測内容］

・ 最新の微気象学的手法を用いた大気－森林生態系間のCO ・エネルギーフラックスの測定2

・ 自動開閉型チャンバーシステムを用いた土壌生態系の炭素放出の測定

・ 林内微気象・地下環境の測定

・ 森林生態系の構造・構成植物の調査

・ 森林植物の生理機能（光合成・呼吸・蒸散など）の調査

・ 森林植生のフェノロジーの推移（季節的な植物景観の経時的変化）の調査

・ 森林生態系のバイオマス・生理機能などのリモートセンシング観測

富士北麓FOSでの観測の大きな特徴は、森林生態系の炭素収支を、渦相関法によるCO フラッ2

クス観測、森林植物・土壌の機能（光合成・呼吸）のプロセス観測の積み上げ、樹木の生長量

・落葉落枝量からの推定、および航空機を用いたリモートセンシングによる推定と、異なる手

法で算出し、それぞれの手法を同一次元で評価・検証することができることにあり、これらの

多分野の調査観測を統合的に実施し、森林生態系の炭素収支機能の定量的評価手法の確立を目

指す。

特に、地球環境研究センターが事務局を担当するAsiaFlux（アジア地域の陸域生態系のフラ

ックス観測ネットワーク）の中核的観測拠点として、寒帯から熱帯までと広い気候帯を含むア

ジア地域の特性に合致したフラックス観測・評価手法を確立し、アジア地域の当該観測研究の

ボトムアップをはかる。なお、その一環として、2006 年夏期には当該分野の専門家の協力を得

て、アジア諸国の研究者を対象としたフラックス観測の技術研修を実施する予定である。

富士北麓FOSでは、2006 年 1 月 1 日より定常観測を開始し、観測データや観測状況は通信回

線を介して、つくば（国立環境研究所）に伝送され、監視・収録されている。今後、取得デー

タは速やかにデータベース化し、当該分野の研究者のみならず、広く一般者にも情報発信する

予定である。また、富士北麓FOSの運営に協力をいただいている関係諸機関が行う環境教育活

動などに向けて観測情報や研究成果を積極的に情報提供する予定である。

なお、苫小牧FRSの観測データは、国立環境研究所のホームページ（http://www-cger2.nies.

go.jp/warm/flux/flux09.html）で公開している。
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４４４４．．．．問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ

●研究担当者

独立行政法人国立環境研究所

地球環境研究センター 研究管理官 藤沼康実

Tel：029-850-2517 Fax：029-858-2645 E-mail: fujinuma@nies.go.jp

●企画・広報担当者

独立行政法人国立環境研究所

企画・広報室 研究企画官 東岡礼治

Tel：029-850-2303 Fax：029-851-2854 E-mail: higashioka@nies.go.jp


